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札幌市環境影響評価審議会委員からの再質問及び事業者の見解 

 

委員からの再質問 事業者の見解 

審

議

会

の

回

答

 

予測の不確実性  

事後調査の該当要件については、準備書 P8.3-1

（1089）に記載のとおり、「発電所アセス省令」に

より、①予測の不確実性の程度が大きい選定項目に

ついて環境保全措置を講ずる場合、②効果に係る知

見が不十分な環境保全措置を講ずる場合、等の４項

目が規定されていますが、海域に生息する動物や生

育する植物の予測手法は、発電所アセスの予測及び

評価実績による生物的特性、分布域等の知見に基づ

いており、予測の不確実性の程度は小さいものと考

えていることや、環境影響を回避・低減するために

講じる環境保全措置は、先行事例において数多くの

実績があり、効果に係る知見が十分に蓄積された実

効性のあるものであり、効果は確実であると考えて

いることから、環境影響の程度が著しく異なるおそ

れはないものと考えられ、事後調査の該当要件には

当たらないものと考えています。 

運転開始後の調査については、準備書 P8.2-31～

32（1087～1088）に記載のとおり、環境監視計画と

して、海生生物の個別の構成要素の調査を各号機の

運転開始前１年、運転開始後３年の期間で定期的

（４回／年）に実施する計画とし、環境監視を確実

に行うことにより周辺環境の保全に努めるととも

に、その調査結果を踏まえた運転開始後の影響の検

証を行うことにより、当該事業の影響により環境保

全上特に配慮を要する事項が判明した場合には、速

やかに関係機関との協議を行い、所要の対策につい

て検討・実施することとしています。 

なお、発電所から放水される温排水に関する環境

影響について、最新の知見が取り纏められた「環境

省調査報告」

※

によると、「わが国では、火力・原子

力発電所の建設・運用に当たっては、多くの科学的

知見などに基づく事前の環境影響評価、環境配慮・

保全対策などが行われてきたことから、原子力発電

所等におけるモニタリング調査や個別地点におけ

る調査研究結果において放水口の近傍（地点により

2～3℃以上の水温上昇域）を除くと温排水による環

境への影響が報告された事例はこれまでのところ

ない。」と記載されており、本事業においても先行

事例等を参考とし、環境配慮及び保全措置を講じる

とともに、予測及び評価を実施していることから、

予測の不確実性の程度は小さいものと考えていま

す。 

 

※「環境省請負調査業務 平成 22 年度国内外におけ

る発電所等からの温排水による環境影響に係る調

査業務報告書」（財団法人海洋生物環境研究所 日

本エヌ・ユー・エス株式会社、平成 23 年 3月） 

第 7 回審議会（12 月 25 日）の回答で事業

者は、「予測の不確実性があるわけではない」

と言い切っている。 

「海洋の生態系を評価するのは難しいと

の理由で生物種個々の影響予測に限定した

のだから、予測できなかった生態系へ事業が

影響を及ぼし、個別の生物種に変化が生じる

可能性がある。だから慎重な事後調査が必要

だ」という私の意見に対する回答にはなって

いない。 

アセスにおいて、「予測に不確実性はない」

と言い切るのは、相当な覚悟と考えられるの

で、そう言い切って間違いないのか、事業者

に再確認を求める。 

 

 

（別紙） 


